
フリ　ーク

適合肝こし、デ麻チ丸まぐ、れ再奴を柏手に、自由を奮い

退そうと戦ってし、るんだから、色ん坤しなき河らねえん亀

いわゆるヾ業、加レマ、ときうやっだが、薦妙とでも吉おうか、

戦う足Iこ運命と愛さず、）こし、られかよう（こ潅怨まれて、
いるんだから、人生なんておたくオツレイルヨ！？！？J？・・・
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前口上
／モーレ（高，しやの奄美人尿劇場へ！！
え＿物を諮ります前に、びとこと断って動、ねlねリラせん．托孤かあi）尋やんのて・i

信じていたヾくしかあー）弛れが：永i探して狂って‘きいきい、ということ巧。と老い

ますの（舌、政子異常知企んで小諸Iみ．み鳥・）IL申碧3しく　とうてい正気の牙

芥とは恩を鴫巧手シ高で●う。

樺は日米帝宣磨耗共か・畦和露の野望を賂畔、一兎乗組植民堆頭環，のニス物
臭、湘縁・金印雪と並木奄美・妃鴨　島人の呼人て‘奥里（レナと）．というメlレヘン
のようけ美しく排卵弼卓上∴∴声？
アジヤ侵略の最前線　軍事基地オキナウを更に強化し．模式怒するため屈か着実1な琉

球細谷を原油と原子力の巨大も工ネIレギィ貯蔵庫Iこすることを企んでひるのです。アン

で犬種から几た着飾I）－こもってしま，下や木本シア利島の中i二元1て　住用＝残さ外た眞

軟のよう市島々、庇君島かち合湾に遼ら耶衣球秋草実集権的に、‘南西諸島。と垂奇人

3齢こそI専　悪魔只の最後の晩餐会場直，；、さわしか，たってす。

これ鵡ムの被害を建てあって烏丸しいと願って上辺安i抽一日とそれを碗（吉事やSI霜、

リ、もはや逃一丁るItや逝け塀のもし、のつびさなつおしへ立矧こ追いつめら凡て．人民の寧令

I二歳表毎辞を桂と賭巾まで、す李勧吟、北㊨モンスーンがどっし－）と居座り＿異星

の岸辺とギクギアと白い男か聾ナ薬師たちの駒木みの冬．水平線の彼方、遥かな3西方

考土に匂って、余映じ雪ぐヾnl清雄慮切手「ヒマラヤの痛打に埋没した　アメ両

軍の原子力薙護からプ′レしこウムか杖賦して、ガンジス河をテラ衆している想いの主募る」

あゝ　軍部かシガーl！おらや3発と況少否め3聖鴨37・中二ウムの水よ！！？？

∴奄／ 美 は8・1．群 ��染 ��整　‾：千：懸 

一一「、名演叶　蜜 28 ～7°・ ′ ● I �患 　え畠 　棚望蝶誌 ＼○○坤永由靭患∴、 �� 

竃、、一議中寺　計 　　l 
へ∴∴誓了申 

＼ ‘＼●年輪亀 � �乾き一　㌢幸一一　　　美 
、 　ヽ一一一一、 �ーir＿醒 － 少子一 十新色 q‘ � 聖讃響垂南‾ 

主事 金武湾CTS打直穆 葦海洋Erコンビ十一 geは 

（112）



さて〝負堅物乱の講釈師、テ前、生国と港しまする一事雪国蒋駄南山．没落砲を毎月

坊として、新危暮4003r7年（昭和i2軍）1月2日－こ生を要一7、五日畦也、鴫と、とい

ラーあっそうしく重たい名前といたヾさ、そ…二村が反動から＼ボン、という、他愛も

融（軽い肌色そ危来ることにか）ました．細見より売捌こしてひたすら紀富と里穂に配り、
「緑、の無人島。十五ヶ年熟恕己咳平盛衰記，批・より決定的樽影響を受lT、その節栗か

；夜言え島とコミューン運動と石油基喪牛舎ということ当二軍上りきしに．八年か、つて小雪衣

を牟菜する晩最後の重病脊髄カリエス∴幻花しましたか、生涯、虻もLeの易し載り

きしに。次神二宮は膨ら択悪童たちを婦勅して．ターザン小屋もどか巨7、郎録し

て束さした言高校け一年で尋の－）きつ－T日露醜さ物の総和†と、離郷へ拭て友禅舞の重

工という縫牽露人生糸と五年向もやつ戸後．23夫でドロ、／7．アウト、街頭、バーなど7－

似醜絵を描いて上京　イラストし一クーと元等する一方、坂井に前衛齢の熱病iややらし

さしたが、茄招ピーに、ソクと交互うちit、カネと偏角への珊独尊決定的や綺壕を逐一手

塩ツケいとって全国を放浪、禅やヒシティイズムの彩湾を受｛丁、ノ67年、級坊主頭島（こコ

ミューン呼出入植．、この頃より、、ヒッピー。83着も恵～れきしにワl－YZ享、印

パ悦的巧lTT証わのインドとワケ印可巡よし、））細直後i列島改造輪Iこよるスワ／セ寓言大観

光岡憩二村すら’ヤマハボイコット邁勅，を居間．75年正月、琉球恥キャラバンを経て、

I司芋八日、ついこ畠田を求の34規の果てIC、の真理聖　はは　とと＝）、黒人島に自由の燈

を衆評し印く、その得票、この並リガキ共iこ捌かれ，毒や仰向たち、急人たち、そし

て反重力を拭う′各屯の同定たちとの、嚇煙り蜘蛛の表IC、がんげから釧こされてしまい

ました．厳探看たちの言う“せく伴．Iこ稀えら中止のでございます。シャイ　ラーマ！！

奄美民渡せ帰を襲った白帯寝刃の死の放吟蜜鵡氏、原村氏ごかこう海軍合按のさと

さ血。龍〉中に鯛句3・反公害梢急を、加ヨソ肴として、容勧榎寮レ、鵜

3こ帥准看そうですが、どっこい靖象印・あら以前に・伯よりも行動的事余人で・、か）．

手兵の柔木柱3ことよリ1、断固として′只の却否重うんとす3ねの横座そのものか托

（二、あまりにも深く精粗と一（否化してあり、絡3こと一事未泰を創造すうことであり　現喪

よi）し－ノアルも物給と　ええに捏侠することでありますか杖に　これかう缶りま了を前線．

後、前†春風稜怒号㊥のせ紀の車台六ロマンほ彬才や600円の木戸銭を頂いてあり

き　ああ　礁方を種巧3ものと希います
「かくて幹は勝利したのであります．メチタン、ので重し」という大団円の予想一九

分のとこう全く黒く、縫って‘、ぁぉたの物敬が続く確り、－みの的措言∴　くわi†です。

ようしく、末永く、あっき合いの程緬額し、しぎす・それで↓吟国広星亨の捲如、

めl払¢㍉執事アサ、かなその鮮製であうヾ和浩的現在、までを　波の吾．風の喜i二束

やまして、いざ、物をりきしよう生
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舘姦思物療
オーの拳∴奄美入樋まで

新“重富
神l話，放無慮新旭釦へ∴言007ち年1月

抑え絡　衣鴻瓜キャラバン

井3詫　根事欠島探訪

祈年話　碩言え斗今の背景

却チ務　索種村の命毅

升錠を∴運命の来所

耕7撹　奄美へ

ノヮぅ．1へ3

／75．号

／75．ワ

75．8

余技　奄美独立への軍令見新元博史

苛か詭∴・瓦を部落

矛年給∴∴瓦を碓圭集会　　　　　　ノ75．8

ガ二・倦嘉納寄道揚定置
神l佃島∴戸、夜

着Il読∴萱草祭

れ2艶　細碁会締改

舘縫∴∴之応え大会

井I3話　人擁軌俣

牙14話　深意表明

矛／，諸　悪我利井蛙水

神It諸　般チ久砦碧戒

井／7龍　神年目　植字欠祭

井I舞箆∴和漢遼

余談　村民会議と都民全紙

ノヮぅ．8

ノ75〝．q

ノヮぅ．10

ノ7す．11

／76．1

ノ76．4

ノ76．8

ノ76．8

ノ7g言　8



諾題諺翠蒜・り
圏園田田

升iq詣　死と生とMA一丁計直

井20誰∴j魔境都債阻止

矛耳託　鬼賠武

埼この拳
神22軽　丸印住民計争奄美食指

考23誰　水侃　三宮壕へ

謬露

40076年？へI2月

ノ77．1へ3

ノヮ7．4

むさ主体へ
ノ77．号

ノ77．6－7

井24託∴在鳥、長崎、平和宴会　　　ノ77・8

牙25詭　アブ‘I）浪

余談　アブ・）粗金
耕土‘講　漁業権凧逆

井27滴∴重度人、鉦1

着Lg講　モズク姻族吉

野29諮∴∴鬼瀬への初手伸す

牙30詣∴∴計時田方夏子久祭

窄31諸　種厚の謎生

計32講　風霞瀬戸内町
考3硝　裁判斗孝と却弟子勅

許34諦　杏翫ジの死

才3与誰∴77リ組合瞬紋

余書蔓∴1度内湾かかノラ酸長　山下着巽

才36詰 新春米越集会

ノ7ワ．8－Iヱ

’78．（へま

ノ78．3

ノヮ8，4一ち

ノ78．

’78．8

ノ78．9

ノ78．10

ノ78．1I

ノ78．I2

ノ78．iZ

′79．1

圏圏圏



声けさ人民の声

「ワシ厚相も老えんこにしてある。知手こう迷う。軸かれた時印iすれ

て・ちったみ答える小首亀引航考えんで∴ポ守一ツこしてみ3，

「百分の食う物｛油分補〕、余った含ま人にやる．人生って言うのi春、こう

いう榔政とじゃ。ギガラ高儀を木　桶《喰えんそ・」

「デしての曜・鵬、子中言うべえか、あの、サウナ鵬みて江もん

Tこも、汗ひいて、着通了←・‥、しかし解鴨やつげ）一合ビンの一本も、

ボナッ巨人中和、ばくちゃ、で「かくのデむ物狂いよ京I」

「眺ちゅうもん鴫、諦矧で高年どころの命か壇や輝掠よ．

ワシi叩0じゃ、伯も檎束ん∴集会予」デモでし1恥だって行くが高位

でしぶ。たヾ立っと狛†じゃ・樵鞭が前かう未ても、従う時宗でした

拉って郎eワシの和を、草履と穣勅勘行う別表のしでかが

ワシー謀，止って、足刊、厄を勧てあく．デー訳知り）。何の腹痛↓せんが、

遡証でらたヾ「届は軌釣ろうチl」こいうこと由千席也で赤く。そ
して穀って立っておる。立ってあ狛Tで暗い軌で綱．時々、為し、の

かやら姐、胞こ据わ、郁臨時連な的・しょうが高時→ぺ、足の才が腸

手に出るた。擁巧スッ展大雄千くそ寝転，「こ部、そろり手引つしておるが

ワ瑚何もでん・たヾ立ってある・立って泰狛†引写は小言醍高専膏」

「亘はってもの一握デカくていさくて立田ん一氷島二回aMJ∵1回一重

の主みてえも毛人らだひどう（tl・テ圧印裁可証、亨ううこするん

郎orざからか・敗車線Tで祉C、で庇か。T諒五・テ寝の垂融、

打つちゃっと時撃って捕まや覇こけ勝て比よ．そこんと二（噌頑1

時ざワンらけ脇で言ってことをこのごうだんだん想うように重，Tyに7，

三宮堤　ノ76年6月　破壊され「こぶ山大銀将珠の勘こて

碩現を大行如隊　舌橋　花をよi）相星熱風
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式トの巻本吏
牙′藷巌も　島島の出会い怖1。

譜 �一′“、 
ヽ　　　　　　　　　　　ヽ（ 

ぅ∴1ト「 詰 りる ●わヽ �羅撃要撃珊≡ 

晋　　決蕊 　　　にこ’ ノダ　　　ヽド 移　　2 

蟹端惹 　　、、、∴いて 　　hlヽ 
二二二㌔三、＼＼▼＼＼、、、、・＼、一、十、∴・∴∵＼、、1、1・・‘、 

r、1ヽ▼一一一一、＼ 

「え？lすだって、オレ？ハハ八・・面白そうだ璃」と　私はその時　飼うの軽口〔

あいさいにゴマ化したのてすが、危局Iき運命＼のす坤の二やリと実うま、に載りました．

廠チ久諦三筆国のノ脊激烈も奄美ナショナリズムか退潮レ晴久蛾。実力と，向上べ

き時期、「奄美の、存支人Iこよ3、を麦のための戦士か　反確カキ今としての普勘生き

る印し崎のていた項です。奄美碑とも己か過分とし、天六的アジテーターとして　恥すの

し気暗く穴馬し呂敷き左与る、章一ピーフェイスの薫き人知で肩希え屯丸こあのよう

扉郎碗高埴口擬したとこ「（こ・誠の過分の‘、廟気あぐ乱の至張かあ，たのどす，

島は寸で乳母鵬大砲と言い弱小姫相：インド人呼での、奇骨らもの▲実感′訳
したものでし巳とこう小島こげると言争融ス兜である面二を百もなの2、みぞュうそ

ン（美人）もいUで／くシャヤマ（ナス）もU、撒とでもす　寝寝る　ももいUJ、「怨れ

産れず3－18近づけない」あふいのbいます．

姥肉親揃いに娘そベ3寂宇久崖訪・i“餌場は潜うん、の鳳塙ものに　諌止五一30キ

ー暗く入内で追放し尋蛇／＼7”の窓枠の原野（で温．っ1しまったということ、更には後ずさ

めぐって渦巻く人何せ俗のドラマか．彼廿の神秘主Iこ一役と輝き誇えています．この危

絵鴨もl二、に同軸、かきくどさ、その胸の内瑚かせ30鹿－を府すすとど、そいつ

軸とぅZは　スペンやIレ祓里というものです
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英之軽・議）球獅キャラバン　ノア組へ3月

蘇国分寺iこ、C・C・じ長保緋の膜を置いて・本柵こスタート旺「スワノセ島
と尊いノヤマハ和コット避勅，－14童か一手でヒッピームーウメン巨沸真一。達しまし

なロックイヴェントの末営為のエスかし十（ニ反して諸そのものi抑しい履恥蜜

け肌高、どうIこ高巧尊い沢館でした。紺C、スワ／セ理坪で鯖、ヤマハのエ苧小どんと

ん進行していました．払一年、板柾輪の言い盤しっぺはして、匂うを人魚御知こする：と

でヤ詐＼というつにう評判の食い公案iこ、薬屋的辞う后を治せることと詫恵しましな

せ涛坤のじツピー連中を集めて巨棚ロックコンサートを行いその中でヤマ／＼の悪。

とまくし立て尊がう永久断食を行う計画を五て、その挙りの場椛品定めす語の束軸心

キャラ／＼ンと思いつぎなした。九一二とつて奄美一計0年ボツ、井紺初めてです。

75年正月・爪で・工へラ（この二人匠その後、商売島に入植し、翫雇。んはって、人

毛のトン・そして私の4加を実印危出しにニケ牒余の巡礼をしました．その振生し

で丸は∴稲守久島Iこお会ってしまったのZ、う。「ハハ八、両合そう揮．とTyT啓ふて

諦弼碑の沖縄かう、′＼雪山播鉦巡って、次のよう確実を知，て唖然と樽り「ヤマ
ハごと訓一物のために・死助けiこIa御、んで．′。というここにやリ毒した．

即ち・島々｛口金で中将権利こ対して、振子択（訪ぐう下ってあり、島ブたいの連帯（塘桑

（通いというここ一、回摘出やゆ鴨島申宙のま＞ヤマトの植民疫と化しつ、ゐ3こと。

飛雲押辛基地の工れキー貯雑としての奄美そのICの石油碁蛙計画．そのカム7ラー

ジ1としての誼請え馳その他の観光墓碑、という日常種カのトラ，レ矧侵略咋悌高上この

旅を過して表れこ師昏Iこ樽って未だのです。それとI師に、私たち博雷しい呼びを窃む†て

ひる現高の菩薩とも言うべき人々に出会いきした．この無届の英雄たらとの星合いは、即

ち無言の盟約でした。

めロマンチシズム一事急激にを趣に、笛への渇動く

希恭とらっ1、九滴革して行きま。た。

燕へ凄って．榔旋∵オーム日　ギャラバンの
しだ一十と「琉球孤公害倭細輯良縁哀しました．

この兜図一二印郎反響（青馨くほ宅i太子（．
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昇る藷ノ巌争え患混紡，震う月
「ハハ八、・・一一・面白マフ朋」が、充の（禍でリアリティ弱飢て行ったの一己ハブの

せいです。私I青烏合に‘‘ハナノイロー亡にやられていたのです。砧デス島と一目見て以

来、九一才彼寸の神郷に　兎の虜（こもっていたのですか、その憩いはい危喩（こよ，7燃

え上がるのです。

スワ／吼舌過去の寸と同じように、急激こねの咋塘訪う去，て行子、板ラスへの77〇〇

一クと1両膨約に向っ仁、ミ才といす壬旬の寸との相乗蒔田が、丸とロマンチシズムの

かもしやりも行動へと東リ立てました．4ケ月後、ついに会いたご身にtI＝悪事を忘れ

溺・奄美を前件博文と疏合板宇久島I譲してもらって、妙沌こテントを護って如

何をすごしました．永岡の合同の黄金の日々でした．

白妙とサンゴ兼の目もくらゐようも美しい詫薄緑ですのくそこから一歩でも島の内的、

ハううと百時口　角の永二倍以上もの鍛碑腫物の／くリナードがめり、その中（こ一拍も誇

3ようなハブ確約いられやるのです。一動必殺の終電、鉦講の発達した嬰存補、の

7日こ丸め人はいないが、蜜人魚でi訓的かつ「言㍉購い．かつて琉球壬が、島群衆iこ贈，た

昏盆の釦く途中排証灘波してこの種えらに痛y鳴き、租†放った王の中か亭主ハブは

上浸し　やがて金を芙iこ宏かつたと侶税＿される

′＼7旋律の島．合を美人民を　その毒の涯が膵峰
祭器誓書誓霊誓　＿＿＿三千素叢話
雇は錬一丁を頼り（こ、京小薬てた畑や水田雄和こ踏み込み．挺薬Iこし化別脚にも犯ぐ

れて小鴨小汚八鴫手工を握り．ねIa漢（こ焚火をして曾界の静寂と愛しサました．村澤部落

の灯八そこにぜ俺という喜駕最乗のドラマかあることとめ捻っていきした．屈曲皇妃斗

告をめぐって、鐘美人を揺り勅0、してい3宴の奴幸久島の榔ば沈黙感動的でLTこ．

もともと叔デ久島は、湾内に住む人勺の信仰吋桑でした．頂上（こ高絡略式聖和

かて・電位と漁師の掌浩サイクIレ包ま㊥こす35高祖う凡ていさす．帝iこ也手iこせ，7、

湾的一周道路が印画してから爪木明の碑々が全て和え島l二線したと鳥人は言って、、

ます・“在りウァイヴレーションは人口雁夜Iこ反醐」す3，とヨガ行元一尊宅ってますか

塞大島に独りっうりというのけ治まじ直のです。金串憶か、加えっのているのでう．

如疾疾い二出て如・という／＼ブの勤王弛…おそ、この砲の暦勃蛾蘭百　五に初夜
の危－こ高わしレも。でした・kげ匝追放し現†鞠をみ続く7て禾たこの瞬性のすが、ひ

仁すらに貞操で守って締ち統一77未開弼こ　このオしてi描、－のりリ？」との、虐す

3鍔の膿テ融惣九か終局は鴫iこ粛っ戸のiま、曹実、ったとこ！？。と、ノうことに耽

れ†です．
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矛件話巌久特の発意
丸0、スワノゼ島甜鮮イ岬たらと「ヤマハポイコット，十十せ帝。免停鋲，。Iかわ、

けそし当た’73年番優か200km足らず向くこあ3奄美では　衆歪燃料KK（賓本の半分

L桂一プア刈）かエクソン禾）の娘子久島石油南牧基軸画調瞳にされ反対連動の

火のか追ったので百．坤色合轟壇然り．そ姐のに「自分の島のこと一㌔i自分たち

T士のi古越なの　とと　う叙（Tの悲しさ、和語勺と連動すること　為社もLr高、沃

のでおその結果・先高一字唾の徒労の末・痩地斗手引窮めて紡釦、う攻軸ふとの、

ひどい後手に国うど●らち締ませんでした。

では頓で私が各駅すう　て●の彼宇久斗今の吋）五うそ説明し　み　ましょう．

母線加、魯うの「只ざ帰ってい弛ん．奄美の′突Iよ、三百数十撞（二作った暗黒

の支配肴裏話朝湾と、れ以前の支配看てかた琉球王朝の青魚献。中かう、類確守

3し小鴨小のです。鳥人（シマンヰユウ）と穴知人（ヤマトシナユの年同種で紅葉

租であれ面為の何圧倒云細肪生活文化、言語小社社　橋庸　二を3まで．ブ鎌とし手相

連があり、長年の莞別が再往しているので邦、う、娘子久斗今（尊公富子所をテつにしな

員粕〔樅腫連動と手打奄美角立の祈碩－まえう九かシつプリズムの奇か巾）ました。

撥の頒圧と撒け堤め勧出た。れての苦熱と悲惨弾小の玄衝的畢幸
として、嬢細る£軸篤さ打たのです申徳和確姿の敬ビつ高書軌ています．

き血生な亭稔和事え腫内村と晴れ文字亙り齢への反逆に・、海打ち，した和昭の

ナチ・応アズ島の山頂Iこie　ムか）肩（反既）たちの誹勘所がかたとも即さず。

その徳一チ久も頂上近くまで、血瞬前菜かうり通い農兵（二よって　加熱キビ。、租えら握

黒海の重純泣かれた脚高あったとか．明治縦軸、薩摩藩（こよ吉村尋やjの梯ヒ、
こきで吉五時半収的蠣刺の靴i：よき、序奏の血税主よぅて和久仁のです。

戦後8年・餌と苦役のア出力離沿線で・倉頬の0本工面寺も、ヤマト菅谷を

藻の否支配下i諦くことてしか尊く、霜鎚義的舞踏姉休暇。軸。土緑
化と（相隣から突き治しいずこも同じ岩看収富と過疎え的巳、申検村の人口ー明後30年

ですウ　ニ4数百人に激放し、末だ止まるとこうかみ）弛ん．

ところで差別なれて奈たるは・I嬢的にI可板席鴫と矩匠への畔と乗ります．鳥人周回

怨へ行ってt・ヤマトシナュウとの面二や漆を威じたのでしまう．鹿鶴、蘭画、周東

かうブラジ）レi二を33で・僚為群島内地圭和す秋、の約3俳書の帰島ク博美人たち
I事I駒新帝遊離的集まり極、シマ（鋳）と秒斌し1います。舛鳥人舐桑と稀合音，

tにです・その郷反会も諒の　軍学　細る　　とr叩一丁　己レ上海の彼か租豆の耕土

I前号3、義務と風王を布す詑掻団体お目柵軸石嶋のです「ブラシIレナも　束

だ種え急現たことのか二せ・三色評を込んで・賓噂・寂草魚の球面母子め質

し大　のです」という諸事岡号ました．
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オ古語も検村の分裂
シマぐと高書葉は磯＝闘うの絡崩します。十枚航法序路漂県5

3まで旧　交透きも，（お薫輝二頼って奈たせ幕でI舌碕新茶の大同とし、えども●化鳥人

Tjの7号・そして吉葉使い小坂・踊り・純に至る招．手つた半キロしか離れてし、

小、弗悪風こJへ鶴姉触如くあきのです・血縁申桟実用傍受秩序とし虎斌とし　荏

輝と畑を訳的lこよって支えられ粗えを震い、目線と読輝ある上患文化を鳴って衆た島中

常在衰過し　弟カと笑い工日経叙たらや家ボスと部繋エゴが、ヤマト存カと結びつく吋

内裏は長年の歪みと腐れを露呈して行きます。

赦デス画題・夢中検本日牛的際に鶏じい衝酢与な伍線死細工会を負二つ－。律致

されrC。計画発黍とi申開高一反公害亭紛議王綺武神弱と直匂う対立、遵初会

加増再で・印班会か、反中欺五郎港合同て行うという㍉中立言軒子互い歌子か

l珂胎こ　したので了。

鷲弾く一抑え場所応坪であり、二百教で戸との最も大子摘蚤であ”窮と申，じこす

さ療躯と・刑本別の祐漬し丁二年検採・ヤマト資本唖蘭‥もつ1日∴∴旧し・央同峰

秩序む舘辞しよっと騰分てう。掃海全員一丸となって、弼猫弾くけどとり後進的蛾

を皇していますがiフ鵬で）と、んどん手酌を桂岡か均干してし小暮司言

一方反対敷け、晶も名刀を1集う、合霞一丸と鴨，て反対す浮田押付に　一局で璃J

肌鴫がらし何裂と懸命（重り繕う完柄、岡里、屋鈍．そして悲別の主人公とも害うべき安

和補和本のえ急。平均敦で戸の部落です。

南国晴肩の血の気の多い鳥人の激安一事斗絢緋初、再三に複．て充血寸前一二まで至

り・特に73字は月の討垂ての5000石総洗起入会に・工程あ議や碑が牢まで。成功する

大意し域を行っています。

「÷∴三三三．誓 ィ高遠嚢茎萎重量誓言 

緋三黛嚢掩棚羅璽れ　雪 

：石油企誓禁誓三窒蒜霊寵窯 　　　　　　　　　青と 
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ガ‘藷連合の扶断，75年7月

今一雇、ヒッピームーウメントとの脂籾、う　角を引さ刑、レ、永帝的鴛の7弘法ラ

な行勤の中かう　総体のメカニズムを肥え至で他事かありきLrこ・ヴェ十74甑等の激化

と宴に、アメリカ国内の反駁軍畑連動として括顕して哀TことγCo－ムーヴメソトも・ヴェ

トナムの勝利と実に　僑糾う唐匪fyして行うました．ヤマハボイコットlこ高　種腿的なみ

穏上してくれたアメリカの仰向にうな差別された病みと知らないか育むこ、その反イ脚1遭′

軸も、軍令にれ過激急進化うろことか訳して生えないというこてを私印宕りました。

多分にアメリカ、ヨーロッパの影響と受lTT育った日本のヒッピームーブメントも．こ

の晴間わら独自の重合斗台を危句でざ3そ之尊く亀1壬のです。帝かう仰向「こう一事，ヤ木

本シア子種画して、北海道（こ集結するミルキィウェイ・キャラバンlこ　新しい方向柱帥

う出そうこしていまし壬n∴先高、このあきリIこし70ロゲラミシナされた速効に　伸のヴ

ィジョンも、狂気も感じうれまじんでした。r自らのための住人T二八！」こ肌て弓。

ワ和二乗京でミ牙と綺嬉し　2才Iこのった万葉の父刺こなi）、枚チ欠入植モ次奈LaL

に。「毒蛇の無人島へ十手杖をつれて入ソ込をのか7．と向直凡ても“行動すれ一字、何ら

かのヴィジョン鴨居即す3はすだ．とし小谷乙ようも6日）まで目し。とりあえずスワ／ゼ

（こミカと万葉を置いて私が板．デス島と向後するまで締磯さすつもり1㌧　一8月のユ日に単

角、スワ）でへえ搭したのですが、連絡朋子十島九十百、スワ）を毛呂高一：して台風掃也

のたり、鹿足島へサ9一ンしてしまいaLT二。入租以東g年目にして・かこは初めての体

験でした．「破けとくる．もう終了にのT二言。ヒ　慮しい島影に余営して倍i）きし「こ．この

尾輪の′」、男に、こ閃電ゼの釦証与え、自ら（訓手代の犠牲Iニもってを，て行った互．

（1．　　　　　者‾　　　　　　、単一 

三襲撃攫　襲 　　∴Lr∴弊：≡ミミミ 
インドの天国と蠍と喫i二歩いた、スワ／切手代の私の疋人一丁言池の、ヤマ／＼との蛾へ

主立揺す3ため（こ、別居後一事、事もあうう1こ「ヤマ／＼善愛欲望，Iこ動の上之のま＼少しつ

つ孫壷Iこなり、つ＞当二伸別内詩編したといつ報う也を伝え同いにこ同じ晴∴私iすミ才と

縁けれ仁のですかう、連合のえも去れ八めけ東というやっです。黄巾∴私かミ才と初めて

会ったのIな方案かサケ和こもった頑の極や否応，のスワ／巳でしだ。

運命ついでに言う粛らげ私のすぐ下の珠か、今や放動酌粥人か却音源おえる撃砕殿

であり、その下の弟（不、天下の三妻の正社員であー）、軍串製品の皐月寂であるということ、

和一高見同じ堪良しかも一つ違いの写見なのZ・すかナ「人面ま劫芝の産物である上

市どこいう乳を　丸1分寒信じまでんは．
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カ7話を菜へ　，ワ彊卵

潔蚕馨董－ ，要： �＝＝∵‥　一一一一一二一一 �玖一〇〇°“”〇〇°”〃址 ◎ 堅強． 　書 �」 

ヽ● るrつ‾“ � �⑦ヾ　‾ 

●ヽ 彪・。‘轟 ／／ 　ーミ＿ミ 

－一一　　　家主ミ： 

了てその翌日・紙一過の東根匿う渇晴美へ鯛で種久入植嬬勧坤司るサス

ケ・エーコと合乳丁紋のトラックの地毛護一丁て平田へoその時（こもって藻、／＼ツ

ヒ素弥ついにの7う。∴無人島間物拠麦、ベ←スキャン7．泣ヾラしても′嶋もの補照

いか？」とoこ杭胸じのここな現兜に看くれ思いつか航程丸は癌久の、・衷

Iこのか）込んで直のですo j掴、う反対諸の雇と薬子給自足の生活の基盤糠丁と

うと言うのくご資金は多少のガンペと、夜色島の′く一丁後車合計翫日証金7日に。

建築緬や、僻を貰うこと諸法のですかそのた卵こ何回かをつみ㍗高時もどかし

く世事帆の広末中称傍らあナシ下白」というイ約iこ全てを掛†にのです。

ヒソあえす・雑木で丸和、屋と簸極つもりで∵［1－7。や番線掠i尊たっぷり買い込

んで素手のですが合（こして捻オ精工所科す・クーか㌧ご、っこの経験から、自然の

厳し持す分知って巧つのれ獄・38才分別盛り（こして和事　二人人前申出

た一教えて43人あさり退歩しているとは思えまCLが、そのせいか「ボンのや3＼：ビーチ

危師、LCて癌での購い」と・ヾし→7いソし接着看　ちら　いい　鍋か人に看

てく順のです埴離羨もど承人でも和一モクモクして叱う恒放し叩．詐一、希

の幽界（ニあご刷、毎日対こ出て彊してい3　にに・加永和カナズナ函ですから．

しかし芝川彊八・邸との締惟こそは、人民軍の力持ありまで胸、．
r里子坂の一軒くらし南と鴫りんか？」と鳴文一‥梱技したのて・計潰、当時の軍四郎

落日、コツ為の入3細り螺イ生鴫し、杖熊てした・裏白こし3－きんの一昔前までiまつソ

名相洛I二人3た飢こIT′憬斑人二鳥とI鴫とはとか、村容共刊本印的生1掻いのて

∂eしかし、博史に一組、和）翌日対岸唯一の反対派都窪、稲に東和拘るこヒI：

寄りました・停まのおふくろが　ええ人であ3ことも因縁です．
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＝紹介者＝山田塊也

（無我利道場）

噴
斗
青
筋
牢

に
月
寄
ち
よ
り

綴
輿
新
元
博
文
さ
ん

「
社
長
、
こ
う
な
っ
た
ら
奄
美
大
島
へ

で
も
人
買
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
、
あ
の

へ
ん
な
ら
中
学
出
の
ピ
チ
ビ
チ
し
た
の
が
、

安
く
手
に
入
り
ま
す
ぜ
」
中
学
卒
業
生
が

〝
金
の
卯
〟
と
言
わ
れ
た
頃
の
話
だ
。
屈

辱
と
怒
り
に
総
毛
立
ち
な
が
ら
、
先
輩
社

貝
の
暴
言
を
聞
き
流
し
た
翌
日
、
彼
は
自

ら
が
奄
美
人
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
、

ヤ
マ
ト
の
出
世
コ
ー
ス
を
足
蹴
に
し
た
。

絶
望
と
悲
哀
が
、
虐
げ
ら
れ
、
差
別
さ
れ

て
来
た
己
が
民
族
の
魂
の
深
淵
へ
と
、
彼

を
沈
輪
さ
せ
た
。
琉
球
と
薩
摩
と
の
谷
間

に
在
っ
て
、
長
年
の
搾
取
と
支
配
に
喘
い

で
来
た
少
数
民
族
奄
美
は
、
自
主
独
立
の

歴
史
を
持
っ
た
覚
え
が
無
い
。
〝
鳥
人
に
よ

る
奄
美
世
〟
と
は
、
数
百
年
の
霧
の
彼
方

の
神
話
で
し
か
な
い
の
た
。
そ
し
て
今
、

農
漁
業
の
衰
退
と
若
者
収
奪
に
よ
っ
て
、

村
落
世
界
そ
の
も
の
が
巨
大
な
虚
無
の
中

に
浸
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
〝
奄
美
独
立
〟

確
か
に
そ
れ
は
、
狂
人
の
妄
想
、
戯
言
で

〟
在
日
奄
美
人
〟
　
の
孤
独
を
彷
律
の
果

て
に
、
と
あ
る
古
寺
に
坐
し
て
、
暗
然
と

庭
を
眺
め
て
い
た
時
「
突
然
、
ポ
ト
ン
と

一
輪
の
花
が
落
ち
た
。
そ
う
だ
、
オ
レ
の

内
部
で
何
か
、
落
ち
た
の
だ
。
と
っ
さ
に
、

島
へ
帰
ろ
う
と
決
心
し
た
」
飾
る
錦
も
夢

も
無
く
、
憎
然
と
し
て
帰
っ
た
故
郷
が
待

っ
て
い
た
も
の
は
、
そ
れ
か
ら
半
年
後
、

を
暴
き
出
し
て
姉
計
を
見
破
り
、
抑
圧
さ

れ
て
来
た
者
共
の
怨
念
を
し
て
行
動
に
恕

I
）
立
て
、
鎮
魂
と
新
た
な
る
団
結
の
鉄
拳

と
し
て
、
戦
う
現
在
に
生
か
す
た
め
の
行

動
的
歴
史
家
こ
そ
が
必
要
な
の
だ
。
数
百

年
の
陣
痛
の
末
に
、
母
な
る
奄
美
は
こ
の

熱
血
児
を
世
に
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

宇
検
村
十
四
部
落
の
う
ち
、
唯
一
つ
仝

七
三
年
二
月
の
東

燃
K
K
に
よ
る
「
技

手
久
島
石
油
基
地

計
画
」
で
あ
っ
た
。

鬱
積
し
て
い
た
情

念
が
一
気
に
方
向

を
見
出
し
、
錯
綜

す
る
理
念
が
明
確

に
形
を
成
し
て
行

っ
た
。
「
民
族
と
は

徹
底
的
に
主
観
的

な
も
の
だ
、
そ
い

つ
が
ナ
ン
ヨ
ナ
リ

ズ
ム
の
強
味
だ
」

技
手
久
闘
争
初
期

の
　
〝
奄
美
ナ
シ
ョ

貝
が
反
対
派
で
ま

と
ま
っ
て
い
る
平

田
と
い
う
、
白
数

十
名
の
部
落
　
（
奄

美
で
は
平
均
的
）

無
く
し
て
は
、
板

子
久
闘
争
も
新
元

博
文
も
な
い
。
と

は
言
、
え
、
長
年
の

閉
鎖
性
と
骨
肉
の

倫
理
に
よ
っ
て
支

、
え
ち
れ
て
来
た
土

詰
共
同
体
社
会
の

腐
れ
と
歪
み
は
、

此
処
で
も
又
例
外

で
は
な
い
。
「
墓
中

っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

公
害
反
対
に
端
を
発
し
た
地
域
住
民
闘

争
は
、
そ
れ
を
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
で
の
革
命
に
ま
で
推
し
進
め

〝
近
代
〟
を
超
克
す
る
意
識
に
ま
で
高
め

て
行
か
な
い
限
り
、
〝
部
分
的
勝
利
〟
な
ど

と
い
う
も
の
は
も
は
や
存
在
し
な
い
こ
と

が
明
白
に
な
っ
て
来
た
÷
た
と
え
今
、
東

燃
を
追
い
出
し
た
っ
て
勝
っ
た
事
に
は
な

ら
ん
。
実
際
今
の
段
階
で
、
悪
覚
共
に
逃

げ
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
、
オ
レ
は
何
し
て
未
だ

の
か
さ
っ
ぱ
り
分
ち
ん
よ
。
自
力
更
生
、

共
同
体
再
建
、
過
疎
老
齢
化
、
未
だ
何
一

つ
解
決
し
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
′
」

民
族
自
決
へ
の
、
奄
美
自
ら
な
る
自
己

変
革
。
〝
奄
美
、
わ
が
主
体
〟
を
公
一
冒
し
、

「
奄
美
の
、
奄
美
人
に
よ
る
、
奄
美
の
た

め
の
戦
い
」
を
、
世
界
同
時
革
命
の
視
座

で
捉
え
、
〝
脱
ヤ
マ
ト
ン
チ
ュ
ウ
〟
で
あ
る

我
々
に
〝
奄
美
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
〟
の
き
っ

か
け
を
作
り
、
琉
球
弧
、
九
州
、
更
に
は

三
豊
塚
へ
と
連
動
を
広
げ
て
行
く
こ
の
革

命
児
、
こ
の
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
、
そ
れ
か
あ

陳
情
再
吊

ナ
リ
ズ
ム
〟
　
の
猛
然
た
る
爆
発
の
背
後
に

は
、
こ
の
天
才
的
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
の
暗
躍

が
あ
っ
な
の
で
あ
る
。

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
を
発
見
し

た
」
式
の
支
配
者
側
の
歴
史
は
、
今
こ
そ

人
民
の
名
に
よ
っ
て
書
き
改
め
ら
れ
た
ば

な
ら
な
い
。
歴
史
を
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
堕

す
こ
と
な
く
、
闇
に
葬
ら
れ
て
来
た
真
実

を
怒
ら
せ
、
現
存
す
る
先
輩
達
に
イ
チ
ャ

モ
ン
を
つ
け
」
こ
の
ム
ガ
リ
者
（
反
逆
者
）

扱
い
の
熱
々
た
る
部
落
の
区
長
を
務
め
る

彼
の
闘
争
は
、
時
に
孤
立
、
時
に
脱
線
。

伝
統
的
な
網
漁
を
復
活
さ
せ
生
産
共
同
体

作
り
に
献
身
す
る
山
下
春
美
　
（
4
1
）
　
と
共

に
、
平
田
部
落
の
両
輪
と
し
て
、
技
手
久

闘
争
の
、
ひ
い
て
は
奄
美
存
亡
の
鍵
を
握

ち
ぬ
か
好
漢
三
十
七
才
に
し
て

末
だ
嫁
の
来
手
も
な
く
、
老
い

た
母
と
二
人
暮
ら
し
、
奄
美
の

矛
盾
そ
の
ま
ゝ
の
苦
し
い
片
肺

飛
行
な
の
で
あ
る
。

（
紹
介
者
連
絡
先
）

鹿
児
島
県
大
鳥
郡
宇
検
村
久
志



才8諾え京都お
魚チ欠名匠全て丸石か沸辣布地でみ）、そのううまの外洋倒Iチβ昭経のもので

如く、石油碁姫斗多軸憩のこて〈∵r a言主人（二　部再往佳肴全員一枚てこ外を城山親和こ売

却してしまいきし。。こう高全国名壇の呵堂出　石石厨か「共石姫乙部乳：締った名

称勝子に矩余す3施細らない」と新主突五島掬トの珂里人iこよ3義持進行中です。

鬼のあじ舌の大半－なえる扮碁の人々の死病又，挨布地て・可。もともと近胱茜から節

で過って籍菜を営んて東軍無人島を、明治の免租改正卵寺、たたにオ人柄で村長を丸の

込み・久志人の免で一泊登吉こしてしま一重のです娠略する宇検前奏としエ痔まじい流血事

件かめったそうですが、とにかくそれ以来　定たこや稔から宿敵となり、三方を山に旦ち

れ∴細攻め′少い久志人口繕、日、技手え島へ通，て生計と立て、煮た小1そう。

刷って－ユ百殺す戸、観もの風T、筋が勘でいたそう門が戦後、漸仰無

礼もに毒す現在は40戸に！00あ定子す、抑科し免除化の進んで埼藩です．舞

久通いもえー30孝途絶え・眠る植0く毒要し天亀裂の風景に笈可も畔包iた失え、

73孝之月　舟，埼車石油碁蟻的。和久島の姥主－二伸の抽綾寝（、利の右ス連

中が勝タに一切を細分しようとしてい壇上的，て知瞭にらはカンカンに緒っ「。もの、

つてどう百　か　王妃に対す　執着もこらこ　なか与板チ久息と生命の愛人とも想い、

信仰の相承のような樹緋柁いていつ売人でう（事塗かこくれ吾。おeTえら、都碧の一実在と

韻｛†て未に中年二人のボス、国風透りエ珪素名と楠頼八手もあろうI二廟締複のボス

連呼とデモ組んで板子久存細り張る人iこけ，てしおT。のですから．

素地彊弓の不等と絶望の中へ実綾、一抽高二人の中年紛一見）で乗れTこ。「久

志のジイサン、／くアサン、図面から請謁肋と宿り雷か鳴って禾ました。根チ欠乏や37

♂月こ実に戦いましょう！」マイクをつけた黄色い1トントラック（こ取り寄，て、売人王ら

け喜びi二浪vtとのことです

この日から、部落乙原＝っiこ軋って、

厘対歌と賛取組の血酌痛手が輔呂油

にのです。色絵憎悪と海内攻撃∴開高

て青たせ常の拡鳴予の胆が．一気iこ喧誠

し、大円社会の夜宮∴現代の鮎団とも害

うべき　奇裸em犬淀主星司るl二言，t

qです。、）、中学梼（事か）ま舌が、約40

人の生徒は、いす高子両端り群が氏の

チ併読、リ。衣I娘山77クロウのみ

春木ツ　水木、／∴キャハ・，キヤハッ

∴∴　一　∴∴∴ 

裔匡口重亜 �／え ∴：言 体育館昏 
甚・亀＿－∴lぐ 　　　み〟∴姐 

徳　　　　　　　　　　　　庵 

○　　　　　　　　　　刺 

●糊　㊨ 　　　龍 ．79抽観た　○　　　　　　　　　　　嬉 

ぷ驚喜　　○●　　　華 
（亙㍉Ei餉時事捻く）　　　　　　　　　　嶋 

●cTS雑貨函II戸　　　　　　　通　l 

〇・∴高村火26戸 く㊥中略（組の㌍∴∴∴∠翌読 

＼

－ ‾一一一一一一＿
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矛9藷久を地を集会　′曜日

タ森崎丸二葉目されて、当時後里長と勤めてし、「。楕ロさんの嬢に行くと、そこ‖ニーよ

反対派の人々、い囲う板子久斗多の吾とも書っべき地主にう三十危粗く小異→ていまLt。

その残お肌を尋で一眼、私i亨や、つ、7としさした。中年の応Ot人士∴t唯一の為素．雷神

友人を念ひてla Lずれも70へgOの売人1台＼i）、しいもその人斤目のろ癌多ネ羨みこと・

去年、似顔絵を描いて素手二九で卯∴　こ…非の壮観ま初めててう。

博文の絹布、して白く「⊂ツC〇一と言っても分かられたううが、、、・・まぁ渡り用古人てここ

うか」先人たら白須いていまLt。「破手久島と僑博して痔を築さ、差名の共同色素の弧

を宿りたい」という私の希望（ま、先人パワーのまとめ使丁あら硫ロコんか「元高合田的lこ

獄施したい」と完売を表明したことから・諸説九分過りまと∴まつI÷ようです。

丸の肴かう哲を立てました。「例え一人（こ噂っても、技手久と較う人かいる破り、丸，事

此処iこ留まi）ます。しかし会員か申もう訳山戸かう出て行って放し小口と言うならせ、即

効∴私一不正去る」と。いす小善面にす　つつ　∵）でLm「末日二で，てお、）まくし」。

同脆I説がテントを張ったドン（正確iこぼDun＿鈍のアテ字）から碕切るのか良いだ

ララというのか塔の夷見てした．一つ面1；主文かつ3まし千言「も′し食退色磯か奈て、iろ

勤、ら子や孫が引鬼一子て未了こ場合iネ1日つか（岡塗し仁油でも通してもう直ん高嶋らし。

というわー†です。「切論　その風合は上へ上へと廟堂して行けi吉良い．なにしっ舌、地場

迫くまで畑があったんじゃかう」ということでLrこ。

ここつで∴今夜一つ借りさんかう希望かあって「枝久何役　太い十二頑裁って薮しい刀∴

なれ以上に何人か一事この軸豹二位サついて　売人にちのカに鴨って厳しい」との事、五l‥

爽リー二倍で工に。ついでにこの府で橋口ごんは「甜32本共産覚員として、朱夏、村会哉

員に立候補することを亘害してあきます。と言開LaL下。かくて私一事ヾ日英と唯物甑

という、およそ今まで佃の岡′じもら七か、1た再往がリアiLけものに論って桑ました。
「こ肋、需給＼して、明日絡宴と敦うず」ということで、その礎は平田へ帰。さした小

事さて“追ってくれた棄都心「もう空き家そ貸すと0－うオバサン語、疫ま「手よ，と、百計

らしでくれました∴万事がトントン拍テて運命の綾取り遼i）という思してした。
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